
小学生でも音楽を楽しめる
環境を創る

キッズミュージックスクール　　 　　　　　　

竹内  希（たけうち・のぞみ）

江津市キッズミュージックスクール
　『キッズミュージックスクール』という江津市の小学生が
音楽を楽しめる環境を地元の中学生と社会人が協力して
創っていく事業があります。今回はこの事業についてお話
しさせていただきます。

音を楽しむこと
　落ち込んだ時、悲しい時、頑張りたい時。人はいろん
な場面で音楽を聴きます。そんな身近な音楽は聴くだけ
ではなく、自ら演奏して楽しむ人も少なくありません。演
奏は、お互いの呼吸やスピード、リズム、音程、全てを
合わせる必要があります。個人で言えば、このフレーズは
しっかり出るところなのか、少し抑えて支えるところなの
か、ハーモニーを作るところなのか。自分の役割も理解し
なくてはいけません。
　音楽を奏でることは、頭や神経をとても使う行為です。
そして、もっとも音を楽しめる行為だとも思います。

音楽との関わり
　と、音楽を語るにはまだまだ早いですが、今では音を
楽しむことを人に教えられるように、共有できるようにな
りました。私が最初に音楽を奏でたのは、きっと赤ちゃん
の時。お母さんと一緒によく歌を歌っていました。小学校
低学年にはピアノを習い始め、楽器というものに初めて触
れました。そして中学校に上がり、クラリネット奏者とな
ります。そのまま高校・大学と吹奏楽部に入り、クラリネッ
トを吹き続け、たくさんの人と音を合わせて来ました。社
会人になった今では、社会人吹奏楽団体を立ち上げ、ク
ラリネットを吹き続けています。

小学生と音楽
　そういった経験もあり、この事業を任せていただいて
います。
　キッズミュージックスクールは2016年から始まりまし
た。江津市内全小学校から希望者が集まり、月に２回楽
器を習います。教えるのは、市内の江津中学校と桜江中
学校の吹奏楽部の皆さん、そして社会人の方々です。小
学生は毎年30名前後。ずっと続けてくれている子もいま
す。30名以上の小学生の前に立って指導するという、今

まで経験したことがない事で、３年経つ今でも「どうした
ら子どもたちが育つのか」「楽しんでくれるのか」試行錯誤
しながら活動を進めています。今年度は新しい試みとして
遠足と合宿に行きました。今まで練習時間しか一緒に過ご
すことがなかった子どもたちが、バスの中やお風呂、寝る
ところまで一緒に過ごすことで、ぐっと距離が近づきまし
た。すると、練習中にお互いに教えあったり、挨拶が増え
たり、スクール自体の雰
囲気も活発になっていき
ました。技術よりも、ま
ずはコミュニェーショ
ン。練習に来ることが楽
しい！と思ってもらうこ
とが大切ということに改
めて気付かされました。

音楽の力
　キッズミュージックスクールは音楽を通して、子どもた
ちにいろんなことを教える場になっています。他学年、違
う学校の子と接点を持ち、協力していく力。中学生や大人
と関わり、多様な目線をもつ力。そして、様々な人と関わり、
音楽を作っていくコミュニケーション力。まだまだ発展途
上な事業で、これらを完璧に身につけていけるものには
なっていません。なので、大人もキッズミュージックスクー
ルも、子どもたちと一緒に成長していきたいと思っていま
す。そしていつか、子どもたちが前述したような技術的な
ことを理解できるようになり、さらに音楽を楽しみ、江津
の街で小学生の音楽を聴くことができる環境を作っていき
たいです。

①出身大学　②趣味　③浜田医療センターについて〈または一言〉●新任医師
麻酔科医師
宇賀田  圭
（うがた・けい）

①島根大学
　（平成25年卒）
②楽器、温泉、
　コーヒー
③自分のできること
　を増やしつつ、浜田
　の医療に貢献できる
　よう努めます。

整形外科医師
沖田  聡司
（おきた・さとし）

①島根大学
　（平成26年卒）
②ギター、パソコン、
　弓道
③皆様のお役に立てま
　す様、精一杯頑張り
　たいと思います。　
　よろしくお願い申し
　上げます。

　平成30年3月3日（土）に島根県浜田市で開催され
た山陰浜田港マリン大橋リレーマラソンに参加しました。
浜田マリン大橋からの見事な景色を楽しみながら走るマ
ラソンコースは年々人気が出てきており参加者も毎年増
えています。レース当日は天候にも恵まれ、 少々の曇り
空で気温も暖かく、風も落ち着いており、絶好のマラソ
ン日和でした。

　着ぐるみや制服、戦隊ヒーローの仮装をするチームや
学校の部活動メンバーで参加するチームなど、バラエティ
に富んだ参加メンバーが大会を盛り上げ、また沿道から
非常にたくさんの応援もあり、終始楽しく走ることがで
きました。
　普段は車で走るマリン大橋の道路を自分の脚で走れる
のが新鮮でした。

　アンカーに近付くにつれて盛り上がりも増して来て、最
後は全員で手を繋いでゴールするチームも多く見られまし
た。これこそ山陰浜田港マリン大橋リレーマラソンの醍醐
味ですね。

　42キロのフルマラソンか、21キロのハーフマラソンを3
キロ交代で走り、チームごとのタイムを競います。
　今年は浜田医療センターからはフルマラソンコースに事務
職員チームとフットサルチームが参加し、2チームとも無事
完走。事務職員チームは企業別34位、総合50位。フット
サルチームは企業別22位、総合33位と健闘いたしました。

　参加者の皆さん、スタッフやボランティアの皆さん、本
当にありがとうございました。大会も今回で3回目を迎え
ましたが、今後も浜田で活気のあるイベントが続くことを
祈りつつ、来年もぜひ参加したいと思います。

（庶務係　錦織）

浜田の春を告げる

リハビリテーション科医師
樋口  康雄
（ひぐち・やすお）

②旅行
③リハビリ業務で何ら
　かの御役に立てるよ
　う貢献したいと考え
　ております。

マリン大橋
リレーマラソン大会

遠足の様子

運営
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